
巻
頭
随
想 

畑 

仕 

舞 

池
袋 

寛 

 

初
冬
を
迎
え
る
こ
の
時
期
、
田
仕
舞
、
畑
仕
舞

と
い
う
言
葉
に
は
ほ
っ
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
炎

暑
の
雑
草
除
去
や
病
虫
害
防
除
を
経
て
、
と
も
か

く
も
収
穫
が
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
南
国
宮
崎
で

は
、
冬
で
も
農
作
業
の
途
切
れ
は
な
い
が
、
と
も

か
く
も
ゴ
ー
ル
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
畑
仕
舞
と

い
う
季
語
は
あ
り
そ
う
で
な
い
。
農
作
業
を
締
め

く
く
る
節
目
の
日
は
「
事
納
め
」
で
、
十
二
月
八

日
に
な
る
。
「
箕
祭
」
（
み
ま
つ
り
）
箕
納
・
鍬
納

な
ど
も
同
様
の
季
語
だ
ろ
う
。
歳
時
記
に
は
こ
れ

ら
の
季
語
は
お
ろ
か
「
田
仕
舞
」
と
い
う
言
葉
な

ど
も
採
録
さ
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
土
か
ら
離

れ
た
生
活
を
す
る
様
に
な
っ
た
日
本
人
に
は
仕
方

な
い
こ
と
だ
ろ
う 

私
が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に
馴
染
む
の
は
歳
時
記

よ
り
、
農
事
暦
で
あ
る
。
農
事
暦
は
四
季
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
に
お
け
る
農
作
業
や
そ
れ
に
か
か
わ
る

年
中
行
事
を
定
め
た
暦
で
、
年
末
を
迎
え
た
農
業

関
係
の
月
刊
誌
に
は
付
録
と
し
て
つ
い
て
い
る
。

私
は
そ
の
暦
を
参
考
に
種
ま
き
、
移
植
、
病
害
虫

対
策
、
収
穫
な
ど
準
備
す
る
。 

農
事
暦
は
も
ち
ろ
ん
「
旧
暦
」
（
太
陰
太
陽
暦
）

で
あ
る
。
月
の
満
ち
欠
け
の
周
期
を
ひ
と
月
に
し

て
、
小
の
月
２
９
日
、
大
の
月
３
０
日
を
、
交
互

に
繰
り
返
す
。
１
２
ヶ
月
は
３
５
４
日
だ
か
ら
、

約
３
年
に
一
度
１
３
か
月
と
な
る
「
閏
月
」
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
暦
で
は
月
と
季
節
が
合
わ
な

い
。
そ
こ
で
太
陽
の
運
行
を
も
と
に
２
４
に
区
切

っ
た
二
十
四
節
気
を
つ
く
っ
た
。
二
至
二
分
（
冬

至
や
春
分
）
四
立
（
立
冬
な
ど
）
、
を
中
心
に
白

露
や
大
寒
な
ど
約
１
５
日
間
隔
で
季
節
を
６
等
分

し
て
い
る
。
二
十
四
節
気
を
さ
ら
に
３
等
分
し
た

七
十
二
候
も
あ
り
、
俳
句
で
は
馴
染
み
深
い
。
月

日
を
太
陰
（
月
）
季
節
を
太
陽
の
動
き
で
作
っ
た

の
が
旧
暦
で
あ
る
。
暦
の
世
界
は
奥
深
い
。 

長
谷
川
櫂
「
日
本
人
の
暦
」
参
考 

太
古
の
時
代
か
ら
、
月
の
満
ち
欠
け
や
日
の
出

の
位
置
で
月
日
や
季
節
を
表
す
自
然
暦
と
い
う
も

の
は
あ
っ
た
が
、
推
古
天
皇
の
頃
中
国
か
ら
朝
鮮

半
島
を
通
じ
て
暦
を
作
成
す
る
た
め
の
暦
法
や
天 

      

文
地
理
が
伝
来
し
、
旧
暦
の
原
型
が
で
き
た
。
そ

の
後
、
日
本
の
気
候
風
土
に
合
わ
せ
幾
度
と
な
く

修
正
が
重
ね
ら
れ
、
「
天
保
暦
」
と
し
て
江
戸
時
代

に
よ
う
や
く
完
成
し
た
。
そ
の
知
恵
と
工
夫
が
明

治
五
年
の
新
暦
の
導
入
と
と
も
に
否
定
さ
れ
る
。 

俳
句
も
農
業
も
、
身
近
な
自
然
が
相
手
な
の
で

旧
暦
と
の
関
係
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
自
然
あ
っ
て
の
暦
で
あ
る
。
今
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

２
７
が
紛
糾
し
て
い
る
。
世
界
的
な
異
常
気
象
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
加
速
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

な
ど
か
ら
、
地
球
の
未
来
を
守
る
た
め
の
世
界
的

な
取
り
組
み
で
あ
る
。
一
歩
で
も
前
進
し
て
欲
し

い
。
あ
ま
り
に
も
激
し
い
変
化
の
中
で
は
「
古
き

よ
き
も
の
に
現
代
を
生
か
す
」
こ
と
は
で
き
な
い
。

五
風
十
雨
、
天
候
も
世
の
中
も
平
穏
無
事
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。 

最
後
に
な
っ
た
が
、
宮
崎
の
現
代
俳
句
協
会
創

立
３
０
周
年
を
記
念
し
た
「
現
代
俳
句
の
集
い
」

が
盛
会
裏
に
終
わ
っ
た
。
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
長
友
巖
さ
ん
が
「
小
島
静

螂
全
句
集
成
と
俳
句
人
生
」
を
出
版
さ
れ
た
。
祝

意
を
伝
え
た
い
。
私
が
俳
句
を
始
め
る
き
っ
か
け

は
静
螂
さ
ん
だ
っ
た
。 
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第
二
十
六
回
誌
上
句
会 

令
和
四
年
十
月
十
日
投
句 

 

各
自
特
選
句
一
句
（
二
点
）
、
入
選
句
三
句 

（
一
点
）
を
選
句
。 

 

十
点
句 

綾
取
り
を
指
が
覚
え
て
ゐ
る
夜
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

早
稲
田
り
ょ
う
子 

選
者
特
選 

・
ゐ
る
は
居
る
に
し
た
い
。
指
が
覚
え
て
い
る
に 

好
感
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
玉
木
節
花
） 

・
「
指
が
覚
え
て
ゐ
る
」
が
素
直
に
納
得
で
き
、 

人
生
の
哀
歓
を
詩
情
が
紡
ぐ
。 

（
長
友
巖
） 

選
者
入
選 

・
当
た
り
前
っ
ぽ
い
が
夜
長
の
余
情
に
ひ
か
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
布
施
伊
夜
子
） 

・
綾
取
り
は
女
の
子
だ
け
で
な
く
男
も
や
っ
た
。 

そ
れ
が
と
て
も
上
手
な
子
も
い
た
。
秋
の
夜
長

ふ
と
思
い
出
し
て
や
っ
て
み
る
と
指
が
勝
手
に

動
く
驚
き
と
感
動
。 

 
 

（
藤
田
長
汀
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
夜
長
に
は
綾
取
り
で
も
し
な
い
と
・
・
・
指
は 

頭
よ
り
も
確
か
。 
 

 
 

 
 

（
小
倉
櫻
子
） 

・
秋
の
夜
長
、
ふ
と
幼
い
頃
の
思
い
出
が
・
・
・

共
感
の
一
句
。 

 
 

 
 

 
 

（
廉
谷
展
良
） 

・
折
り
鶴
も
指
が
覚
え
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。 

(

清
水
睦
子)

  

七
点
句 

淡
々
と
別
れ
の
言
葉
芋
の
露 

 
 

 

藤
田
長
汀 

選
者
特
選 

・
芋
の
露
の
風
情
と
別
れ
の
関
係
が
言
い
得
て

妙
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

山
口
木
浦
木)

 

・
「
淡
々
と
」
と
書
か
れ
て
、
そ
の
裏
の
深
い
想

い
が
伝
わ
る
。
下
五
が
別
れ
の
情
景
を
表
わ
し 

 
 

て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

吉
村
豊)

 

選
者
入
選 

・
淡
々
と
別
れ
の
言
葉
に
ひ
か
れ
た
。 

(

玉
木
節
花)

 

・
芋
の
よ
う
な
お
方
と
は
淡
々
と
別
れ
な
さ
い
。 

(

小
倉
櫻
子)

 

・
芋
の
露
が
意
味
深
で
す
。 

 
 
 
(

鈴
木
康
之)

  

六
点
句 

身
に
沁
む
や
繙
く
父
の
手
沢
本 

 
 

小
倉
櫻
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

選
者
特
選 

・
父
上
の
努
力
の
跡
、
手
沢
本
が
良
い
。 

（
疋
田
恵
美
子
） 

・
亡
き
人
の
物
に
は
す
べ
て
愛
着
が
あ
り
ま
す
。

見
る
物
解
る
物
身
に
沁
み
ま
す
。 （

倉
田
玲
子
） 

選
者
入
選 

・
父
親
へ
の
尊
敬
の
念
を
感
じ
ま
し
た
。 

（
藤
野
々
子
） 

・
身
に
沁
む
や
の
上
の
句
と
父
の
手
沢
本
が
よ
く

合
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
（
川
島
宏
幸
） 

 

敬
老
の
日
を
牛
丼
の
二
倍
盛
り 

 
 

妹
尾
題
弘 

選
者
特
選 

・
今
ど
き
の
老
い
の
日
々
は
ま
だ
ま
だ
元
気
、
と

思
い
た
い
で
す
。
余
裕
と
元
気
を
い
た
だ
き
ま 

 
 

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
清
水
睦
子
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

選
者
入
選 

・
敬
老
の
日
の
お
祝
い
が
牛
丼
の
二
倍
盛
り
な
の

が
質
素
で
良
い
。 

 
 

 
 

(

山
口
木
浦
木)

 
 

 
 

 
 

・
増
々
お
元
気
で
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
小
倉
櫻
子
） 

・
牛
丼
を
い
つ
も
の
倍
食
べ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
健
胃
で
元
気
な
人
と
思
い
ま
し
た
。 

 

（
海
蔵
由
喜
子
） 

・
人
生
ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
や
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
が
あ
る
。
「
老
い
」
な
ぞ
無
縁
の
作
者

が
見
え
る
。
「
を
」
、
「
二
倍
盛
り
」
が
効
い
て

い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
(

亀
田
り
ん
り
ん)

 

 
 身

の
程
の
甘
さ
小
粒
の
早
生
蜜
柑 

仁
田
脇
一
石 

選
者
入
選 

・
身
の
程
の
甘
さ
が
よ
い…

。 
 
 
(

玉
木
節
花)

 

・
知
足
の
大
事
さ
を
早
生
蜜
柑
で
表
現
。 

(

山
口
木
浦
木)

 

・
程
良
い
甘
さ
の
早
生
蜜
柑
が
嬉
し
い
。 

(

疋
田
恵
美
子)

 

・
身
の
程
の
表
現
が
良
か
っ
た
。
小
粒
な
が
ら
も

甘
く
存
在
感
が
あ
る
の
だ
と
も
。 

(

藤
野
々
子)

  

五
点
句 

産
土
の
山
河
く
ま
な
く
紅
葉
葺
く 

 

藤
田
長
汀 

選
者
特
選 

・
故
郷
へ
の
想
い
を
感
じ
ら
れ
る
句
。
紅
葉
し
た

美
し
い
景
、
葺
く
の
表
現
も
良
い
と
思
い
ま
し 



 

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

藤
野
々
子)

 
選
者
入
選 

・
長
年
見
て
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
景
を
佳
き
言
葉 

で
詠
ま
れ
た
と
思
う
。
（
早
稲
田
り
ょ
う
子
） 

・
ふ
る
さ
と
の
山
河
は
い
ま
錦
秋
の
と
き
、
こ
の 

人
も…

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
長
友 

巖
）  

人
生
の
助
走
な
が
な
が
秋
岬 

 
 

 

長
友 

巖 

選
者
特
選 

・
「
人
生
の
助
走
」
が
ど
こ
ま
で
か
は
、
そ
の
人

の
目
標
や
達
成
感
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
。
下

五
の
「
秋
岬
」
は
秋
空
の
も
と
、
陸
が
尽
き
て

あ
と
は
飛
翔
を
連
想
さ
せ
、
長
い
助
走
が
終
っ 

 

た
の
か
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
吉
村
豊
） 

・
助
走
と
秋
岬
の
取
り
合
わ
せ
良
し
。 

(

宇
田
蓋
男)
 

選
者
入
選 

・
こ
こ
は
思
い
切
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
す
る
の
み
。
渾

身
の
。
嘆
い
て
い
る
よ
う
で
そ
ん
な
決
意
も
。

「
人
生
」
に
対
峙
す
る
〈
秋
の
岬
〉
と
い
う
感

じ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

妹
尾
題
弘)

  

 

一
〇
三
歳
の
師
の
眼
澄
み
秋
の
鹿 

疋
田
恵
美
子 

選
者
特
選 

・
一
〇
三
歳
の
阿
辺
一
葉
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元 

 

気
で
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

鈴
木
康
之)

 

・
高
齢
の
恩
師
へ
の
敬
意
を
込
め
て
の
一
句
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
福
富
健
男
） 

 

選
者
入
選 

・
一
〇
三
歳
の
兜
太
と
は
違
う
市
井
の
人
の
り
ん

と
し
た
生
き
様
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
(

仁
田
脇
一
石)

  

帰
省
子
も
去
り
て
地
虫
の
鳴
き
始
む 

踏
田 

拓 

選
者
入
選 

・
帰
省
子
が
三
日
が
限
度
、
帰
っ
て
う
れ
し
、
地 

虫
の
温
も
り
が
良
い
。 

 
 
 
(

永
田
タ
エ
子)

 

・
帰
省
子
へ
の
想
い
の
深
い
句
。
滞
在
中
は
帰
省

子
中
心
の
生
活
で
毎
日
が
過
ぎ
、
周
囲
に
心
は

向
か
わ
な
か
っ
た
。
帰
っ
て
し
ま
う
と
急
に
周 

囲
の
音
が
。
虫
の
音
に
も
気
が
付
い
た
。
判
る 

 
 

判
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

(

藤
田
長
汀)

 

・
行
く
夏
と
来
る
秋
を
寂
し
さ
で
切
り
取
っ
た
一

句
。
上
手
い
。 

 
 

 
 

 

（
廉
谷
展
良
） 

・
子
ら
の
帰
っ
た
静
か
さ
、
淋
し
さ
。
や
っ
と
虫

の
声
も
聞
こ
え
る
ー
素
直
に
感
動
。 

 
 

（
佐
藤
聡
美
） 

・
に
ぎ
や
か
な
日
々
か
ら
ま
た
常
の
日
常
へ
と
。 

 
 

（
清
水
睦
子
）  

四
点
句 

人
の
死
に
軽
重
の
あ
り
菊
の
花 

 
 

玉
木
節
花 

選
者
入
選 

・
社
会
の
有
り
様
で
す
ね
。 

 
 
 
 
(

鈴
木
康
之)

 

・
法
相
の
笑
え
ぬ
言
葉
。 

 
 
 

（
疋
田
恵
美
子)

 

・
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
が
、
生
き
て
い
る
人
か
ら

軽
重
を
は
か
ら
れ
る
。
し
か
し
家
族
に
と
っ
て

は
み
な
重
い
。 

 
 
 
 
 

（
早
稲
田
り
ょ
う
子
） 

・
人
の
死
に
軽
重
な
ど
あ
っ
た
ら
い
け
な
い…

し

か
し
あ
る…

季
語
が
よ
い
。 

 

（
佐
藤
聡
美
） 

 

春
風
に
カ
タ
カ
タ
絵
馬
が
鳴
り
や
ま
ぬ 

福
富
健
男 

選
者
特
選 

・
春
ら
し
さ
を
良
く
詠
ん
で
い
る
。
リ
ズ
ム
も
良

く
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
。 

 
 
 
 
(

川
島
宏
幸)

 

選
者
入
選 

・
今
、
多
く
の
人
が
、
せ
め
て
絵
馬
で
も
い
い
か

ら
願
い
事
を
書
き
た
い
、
と
思
っ
て
い
る
の
で

は
？
春
風
な
の
に
な
ん
と
な
く
落
ち
着
か
な
い

し
、
少
し
さ
び
し
い
感
じ
。 

 

（
服
部
修
一
） 

・
作
者
の
こ
の
句
を
何
度
も
推
敲
さ
れ
て
、
そ
の 

努
力
と
執
念
に
敬
服
。
「
絵
馬
こ
と
こ
と
と
」

を
「
カ
タ
カ
タ
絵
馬
が
」
に
推
敲
さ
れ
、
よ
り

不
安
と
願
い
が
奏
で
ら
れ
て
い
る
。 

(

亀
田
り
ん
り
ん)

  

秋
日
和
祖
母
の
得
意
の
遊
び
歌 

 
 

藤
野
々
子 

選
者
特
選 

・
小
春
日
の
縁
側
な
ど
で
前
ぶ
れ
も
な
く
祖
母
が

数
え
唄
な
ど
を
唄
っ
て
く
れ
た
。
か
細
く
郷
愁

に
満
ち
た
声
で
思
わ
ず
聞
き
入
っ
て
し
ま
う
。 

(

藤
田
長
汀)

 

選
者
入
選 

・
祖
母
の
人
生
の
ぽ
お
～
と
温
い
も
の
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
永
田
タ
エ
子
） 

 

水
澄
む
や
日
記
す
な
は
ち
備
忘
録 

布
施
伊
夜
子 

選
者
特
選 



・
一
度
忘
れ
て
、
頑
張
っ
て
思
い
出
し
た
こ
と
は

忘
れ
な
い
と
い
う
が
そ
れ
も
あ
や
し
い
。
書
い

て
あ
れ
ば
こ
そ
記
憶
が
遡
る
。
共
感
で
き
る

句
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
早
稲
田
り
ょ
う
子
） 

選
者
入
選 

・
日
記
や
メ
モ
書
き
総
て
が
備
忘
録
と
な
り
共

感
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

藤
野
々
子)

 

・
同
感
！
若
い
日
と
は
違
う
日
々
が
過
ぎ
て
い

く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

長
友
巖)

 

 

苦
瓜
に
目
あ
り
口
あ
り
ゴ
ジ
ラ
か
な 

佐
藤
聡
美 

選
者
特
選 

・
確
か
に
ゴ
ジ
ラ
だ
“
う
む
”
を
言
は
せ
ぬ
断
定

の
一
句 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
廉
谷
展
良
） 

選
者
入
選 

・
苦
瓜
を
ゴ
ジ
ラ
と
思
わ
れ
た
こ
と
に
感
心
し
、

面
白
い
句
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

（
海
蔵
由
喜
子
） 

・
苦
瓜
の
表
面
は
ゴ
ジ
ラ
の
様
子
に
似
て
い
る
。

実
に
う
ま
い
取
り
合
わ
せ
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
川
島
宏
幸
） 

 

百
日
紅
二
キ
ロ
走
れ
ば
連
帯
感 

 
 

服
部
修
一 

選
者
特
選 

・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
仲
間
が
い
る
と
継
続
で
き
ま

す
。
夏
の
厳
し
さ
を
ぜ
ひ
乗
り
越
え
て
く
だ
さ

い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
池
袋
寛
） 

選
者
入
選 

・
花
言
葉
は
あ
な
た
を
信
じ
る
。 

(

鈴
木
康
之)

 

・
連
帯
感
が
今
の
日
常
に
は
う
れ
し
い
。 

（
清
水
睦
子
）  

三
点
句 

姉
妹
の
半
分
が
逝
き
傘
寿
の
夏 

 
 

井
上
秀
子 

選
者
特
選 

・
同
世
代
の
心
境
か
と
。 
 
 
 
 
 

（
小
倉
櫻
子
） 

選
者
入
選 

・
姉
妹
さ
ん
は
何
人
で
す
か
、
淋
し
く
な
り
ま
し

た
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
海
蔵
由
喜
子
） 

 

霧
雨
を
振
り
か
け
て
い
る
目
分
量 

山
口
木
浦
木 

選
者
入
選 

・
天
な
ら
ば
「
目
分
量
」
で
霧
雨
と
す
る
こ
と
も

可
能
だ
ろ
う
。
科
学
が
進
ん
で
も
自
然
の
下
で

生
か
さ
れ
て
い
る
人
間
と
い
う
こ
と
を
思
う
。 

 

（
妹
尾
題
弘
） 

・
ご
は
ん
に
「
振
り
か
け
」
を
振
り
か
け
る
と

き
、
経
験
で
目
分
量
で
欠
け
て
い
る
。
霧
雨
を

振
り
か
け
る
、
と
は
ど
う
い
う
情
景
、
ど
ん
な

意
味
だ
ろ
う
、
誰
が
振
り
か
け
て
い
る
の
か
、

と
謎
め
い
た
俳
句
で
お
も
し
ろ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
服
部
修
一
） 

・
霧
雨
の
こ
ま
か
さ
を
振
り
か
け
て
い
る
目
分
量

と
喩
え
た
と
こ
ろ
が
☆ 

 
 
 
 

（
佐
藤
聡
美
） 

 

萩
散
ら
し
ユ
ン
ボ
操
る
夫
の
手
よ 

 
梶
原
敏
子 

選
者
特
選 

・
き
び
し
い
山
間
部
で
生
活
を
支
え
る
様
が
夫
の

手
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
萩
散
ら
し
と
ユ
ン
ボ

の
動
き
が
新
鮮
。 

 
 
 
 
 
 
 
(

仁
田
脇
一
石)

 

選
者
入
選 

・
一
気
に
ユ
ン
ボ
操
る
夫
の
「
手
」
に
も
っ
て
い

く
上
手
さ
。
ユ
ン
ボ
の
機
械
音
，
真
剣
な
表

情
、
そ
し
て
巧
み
に
シ
ョ
ベ
ル
を
上
下
左
右
に

動
か
し
、
土
砂
を
す
く
い
上
げ
さ
せ
る
手
の
動

き
が
見
え
て
く
る
。
見
守
る
妻
も
見
え
て
く

る
。
季
語
の
「
萩
散
ら
し
」
が
決
ま
っ
て
い

る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 
(

亀
田
り
ん
り
ん)

  

茹
で
上
げ
て
褌
も
な
き
へ
ち
ま
か
な 亀

田
り
ん
り
ん 

選
者
特
選 

・
茹
で
上
げ
ら
れ
て
、
つ
る
ん
と
裸
の
あ
ら
れ
も

な
い
へ
ち
ま
を
想
像
す
る
。
せ
め
て
褌
を
は
か

せ
て
や
り
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
服
部
修
一
） 

 

選
者
入
選 

・
ユ
ー
モ
ア
を
買
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
(

宇
田
蓋
男)

  

台
風
去
っ
て
農
夫
み
な
鍬
を
持
つ 

 

梶
原
敏
子 

選
者
入
選 

・
「
農
夫
み
な
」
の
「
み
な
」
に
立
ち
向
う
農
家

の
強
さ
が
現
れ
て
い
る
。 

 

（
廉
谷
展
良
） 

・
恐
れ
て
い
た
台
風
も
去
り
、
普
段
の
農
作
業
が

戻
っ
て
平
和
な
感
じ
が
出
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
川
島
宏
幸
） 

 

満
月
や
月
よ
り
地
球
見
て
み
た
い 

鈴
木 

康
之 

選
者
入
選 



・
同
感
。
折
に
ふ
れ
月
を
仰
ぎ
賞
で
て
い
る
が
、

む
こ
う
か
ら
地
球
は
ど
う
見
え
る
の
か
？
か
つ

て
ガ
ガ
ー
リ
ン
は
「
地
球
は
青
い
」
と
言
っ
た

が
で
き
れ
ば
こ
れ
か
ら
建
設
す
る
と
い
う
月
の

基
地
へ
行
っ
て
み
た
い
。 

 
 
 
 
(

藤
田
長
汀)

 

・
宇
宙
飛
行
士
の
よ
う
に
皆
が
本
物
を
見
ら
れ
た

ら
ど
ん
な
に
い
い
で
し
ょ
う
。
戦
争
な
ど
や
ろ

う
と
は
思
わ
な
い
は
ず
。
（
早
稲
田
り
ょ
う
子
） 

・
愚
か
な
戦
火
に
包
ま
れ
る
地
球
は
如
何
に
み
え

る
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(

藤
林
伸
岳)

 

 

フ
ァ
ミ
レ
ス
も
老
の
溜
り
場
秋
深
む 藤 

野
々
子 

選
者
入
選 

・
昔
の
若
者
の
今
で
す
か
ね
。 

 
(

藤
林
伸
岳)

 

・
昔
は
フ
ァ
ミ
レ
ス
は
家
族
の
楽
し
い
食
事
の

場
。
近
年
ま
で
は
若
者
た
ち
の
溜
り
場
。
い
ま

や
フ
ァ
ミ
レ
ス
も
高
齢
化
社
会
の
縮
図
に
な
り

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
服
部
修
一
） 

 

ち
ん
ち
ろ
り
ん
サ
イ
コ
ロ
振
れ
ば
振
り
出
し
に 

早
川 

た
か
ら 

選
者
入
選 

・
良
い
こ
と
を
何
度
し
て
も
、
悪
い
こ
と
を
一
度

す
る
と
人
生
は…

。 
 

 
 
 
 
 
(

宇
田
蓋
男)

 

・
な
ん
で
も
な
い
取
り
合
わ
せ
の
可
笑
し
み
。 

(

長
友
巖)

 

 

二
点
句 

秋
蛍
母
は
む
ご
ん
の
夢
枕 

 

早
稲
田
り
ょ
う
子 

選
者
特
選 

・
亡
く
な
っ
た
母
親
が
夢
枕
に
立
つ
。
優
し
い

笑
顔
で
。
「
む
ご
ん
」
と
平
仮
名
で
の
表
現

が
何
も
言
わ
ず
と
も
母
の
優
し
さ
を
伝
え

る
。
会
い
た
い
。
秋
蛍
の
さ
み
し
さ
が
よ
り

一
層
会
い
た
い
気
持
ち
を
掻
き
立
て
る
。 

(

亀
田
り
ん
り
ん)

  

諸
物
価
や
あ
あ
生
醤
油
の
衣
被 

 
 

吉
村 

豊 

選
者
特
選 

・
あ
え
て
「
諸
物
価
」
に
意
味
を
持
た
せ
な
い
詠

み
を
し
て
い
る
が
、
読
む
ほ
ど
に
衣
被
を
食
べ

る
さ
さ
や
か
な
幸
せ
を
奪
い
か
ね
な
い
戦
争
と

円
安
に
よ
る
物
価
高
騰
が
思
わ
れ
る
作
品
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
妹
尾
題
弘
）  

胆
嚢
全
摘
し
て
猛
暑
日
猛
暑
日 

 
 

長
友 

巖 
選
者
特
選 

・
今
年
も
猛
暑
日
が
続
き
、
私
も
や
っ
と
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。
手
術
を
さ
れ
て
心
身
と

も
に
大
変
で
し
た
ね
。
御
大
事
に
。 

 

（
海
蔵
由
喜
子
） 

 

か
じ
ら
れ
て
ゐ
る
ま
ぐ
は
ひ
の
カ
マ
キ
リ 

疋
田
恵
美
子 

選
者
特
選 

・
男
は
純
情
、
は
て
女
は
般
若
の
一
面
を
隠
し

て
い
る
の
か…

？ 
 
 
 
 
 
 
 
(

藤
林
伸
岳)

  

パ
タ
パ
タ
と
家
電
製
品

か

で

ん

の
寿
命
こ
の
秋
に 

吉
村 

豊 

選
者
特
選 

・
家
電
製
品
を
買
い
そ
ろ
え
る
の
が
ほ
と
ん
ど

同
じ
時
季
。
日
常
生
活
で
は
ほ
と
ん
ど
同
じ

時
に
寿
命
を
迎
え
る
。
不
思
議
な
日
常
。 

 
(

永
田
タ
エ
子)

 

 

秋
惜
し
む
ス
タ
バ
の
風
の
テ
ラ
ス
席 

妹
尾
題
弘 

選
者
入
選 

・
秋
の
さ
わ
や
か
さ
を
ス
タ
バ
テ
ラ
ス
で
活
写
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

山
口
木
浦
木)

 

・
さ
わ
や
か
な
一
句
。 

 
 
 
 
 
 
 
(

藤
林
伸
岳)

 

 

名
月
を
愛
で
て
は
雲
に
体
当
た
り 

山
口
木
浦
木 

選
者
特
選 

・
体
当
た
り
に
八
つ
当
た
り
の
情
あ
る
も
こ
の
月 

の
月
ゆ
え
と
納
得
。 

 
 
 
 

（
布
施
伊
夜
子
） 

 

遠
花
火
見
む
と
遠
く
へ
行
く
二
人 

早
稲
田
り
ょ
う
子 

選
者
入
選 

・
若
さ
な
ら
で
は
の
行
動
と
読
む
。
ま
ぶ
し
い
。

（
布
施
伊
夜
子
） 

・
遠
花
火
に
は
花
火
と
違
う
趣
が
あ
る
。
華
や
ぎ

よ
り
も
落
ち
着
い
た
世
界
。
意
志
あ
る
「
遠
く

へ
行
く
」
か
ら
長
く
寄
り
添
っ
た
二
人
が
思
わ 



れ
る
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
(

妹
尾
題
弘
） 

 
雨
脚
は
俄
か
に
強
し
宮
中
三
殿
賢
所 

福
富
健
男 

選
者
特
選 

・
立
ち
姿
の
美
し
い
凛
と
し
た
一
句
。 

 
(

佐
藤
聡
美)

 

 

一
点
句 

棘
か
く
す
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
は
葉
の
裏
に 

 

服
部
修
一 

 

星
月
夜
西
に
は
戦
火
絶
え
ざ
る
を 

 
 

池
水 

侃 

選
者
入
選 

・
古
来
何
か
と
戦
火
の
続
く
西
方
。
星
月
夜
に
希

望
を
祈
る
。 

 
 

 
 
 
 

 

（
仁
田
脇
一
石)
 

 

ひ
ま
わ
り
の
大
統
領
が
伝
え
反
り 

 
 

鈴
木
康
之 

選
者
入
選 

・
下
五
の
「
伝
え
反
り
」
は
大
相
撲
九
月
場
所
で

宇
良
関
が
二
十
年
ぶ
り
に
繰
り
出
し
た
幻
の
決

ま
り
手
。
圧
倒
的
な
兵
力
差
を
あ
の
手
こ
の
手

で
奮
戦
す
る
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
へ
の
エ
ー
ル
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

吉
村
豊)

 

 

ゆ
る
や
か
に
ソ
フ
ァ
ー
に
沈
む
長
き
夜  

佐
藤
聡
美 

選
者
入
選 

・
何
か
と
忙
し
い
日
常
を
切
り
抜
け
た
安
堵
感
が

た
だ
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 

 

（
仁
田
脇
一
石)

 

蓼
咲
い
て
子
守
の
哀
れ
唄
ひ
つ
ぐ 

布
施
伊
夜
子 

選
者
入
選 

・
日
本
の
子
守
唄
は
口
べ
ら
し
の
た
め
に
幼
く
し

て
奉
公
に
出
さ
れ
た
子
守
の
子
達
の
哀
切
な
唄

が
多
い
。
し
か
し
そ
の
唄
が
今
も
口
を
つ
い
て

出
て
く
る
。
蓼
の
花
が
良
く
合
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

吉
村
豊)

 

 

葉
の
陰
に
エ
ロ
ス
の
花
や
カ
ン
ア
オ
イ 

亀
田
り
ん
り
ん 

選
者
入
選 

・
そ
う
言
え
ば
そ
う
。
花
の
名
、
漢
字
の
方
が
感

じ
が
出
る
。 

 
 

 
 

 
 

(

布
施
伊
夜
子)

 

 

秋
蝶
の
ひ
ら
ひ
ら
庭
へ
小
昼
ど
き 

 
 

井
上
秀
子 

選
者
入
選 

・
我
家
の
庭
で
幼
虫
か
ら
成
虫
へ
。
愛
し
き
蝶
々

よ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

疋
田
恵
美
子)

  

満
月
や
思
い
め
ぐ
ら
す
児
の
名
前 

 

倉
田
玲
子 

選
者
入
選 

・
当
た
り
前
の
表
現
に
好
感
が
も
て
る
。 

 
(

宇
田
蓋
男)

 

 

猫
こ
ぼ
し
犬
を
こ
ぼ
し
て
こ
ぼ
れ
萩 

早
川
た
か
ら 

選
者
入
選 

・
先
日
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ
見
学
に
行
っ
た.

 

保
護
さ
れ
た
犬
と
猫
と
出
会
っ
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
光
景
で
し
た
。 

 
 

 
(

永
田
タ
エ
子)

  

そ
の
他
の
句 

 

雑
然
と
冬
が
そ
こ
だ
よ
玉
手
箱 

永
田
タ
エ
子  

昼
顔
や
鬱
去
ら
わ
れ
て
ま
た
憂
う 

 海
蔵
由
喜
子 

 

切
り
売
り
後
残
り
し
狭
庭
涼
新
た 

踏
田 

拓  

の
れ
ん
内
酒
と
遊
ん
で
根
無
草 

永
田
タ
エ
子  

肩
丈
の
草
の
穂
や
透
き
渡
る
風 

 

清
水
睦
子 

 

蘇
る
荒
さ
ぶ
嵐
の
彼
岸
花 

 
 

 

川
島
宏
幸 

 

想
い
出
の
山
吹
秋
に
隠
れ
咲
く 

仁
田
脇
一
石  

鼻
寄
せ
て
金
木
犀
の
花
ご
こ
ち 

 

清
水
睦
子  

燦
燦
と
コ
ス
モ
ス
靡
く
散
歩
道 

 

川
島
宏
幸  

魚
舟
風
を
待
ち
遥
か
を
取
り
渡
る 

小
倉
櫻
子  

鯉
跳
ぶ
や
高
き
声
し
て
石
た
た
き 

池
水 

侃  

松
葉
牡
丹
咲
き
つ
づ
く
院
リ
ハ
ビ
リ
す 

海
蔵
由
喜
子  



「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
国
葬
」
と
か
台
風
一
過 

玉
木
節
花  

第
五
十
九
回
現
代
俳
句
全
国
大
会 

 

十
一
月
十
二
日
に
小
倉
市
で
開
催
さ
れ
、
大
会 

セ
レ
モ
ニ
ー
と
各
賞
授
賞
並
び
に
大
会
作
品
入
選 

句
授
賞
式
の
後
平
出
隆
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。 

大
会
作
品
は
九
、
一
六
六
八
句
で
、
予
選
後
の 

三
、
五
四
八
句
に
つ
い
て
特
別
選
者
二
六
名
、
一 

般
選
者
一
五
三
名
で
選
句
さ
れ
た
。 

以
下
、
特
選
句
・
入
賞
句
・
高
点
句 

 特
別
選
者
特
選 

前
川
弘
明
選 

佳
作
入
賞 

折
鶴
に
鋭
角
い
く
つ
昭
和
の
日 

 

長
友 

巌

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
般
選
者
特
選 

鈴
鹿
呂
仁
・
谷
下
一
玄
・
武
藤
紀
子
選 

 

追
伸
の
よ
う
に
か
な
か
な
夕
暮
れ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

永
田
タ
ヱ
子 

 

月
森
遊
子
選 

 

ふ
る
里
の
空
の
果
て
ま
で
麦
青
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

永
田
タ
ヱ
子 

 

高
橋
和
彌
選 

 

ふ
る
さ
と
の
カ
タ
カ
ナ
に
な
る
浜
防
風 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

仁
田
脇
一
石 

 

林 

桂
選 

 

合
歓
の
昼
暗
き
に
入
る
か
く
れ
ん
ぼ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

亀
田
り
ん
り
ん 

吉
田
功
選 

 

今
は
雪
国
『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
祈
り
』
の
里 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

福
富
健
男 

七
点
句 

 

青
空
の
こ
ぼ
る
る
棚
田
水
を
張
る 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

永
田
タ
ヱ
子 

 

第
七
十
一
回
宮
崎
県
民
俳
句
大
会 

十
一
月
二
十
日
に
宮
崎
市
宮
日
会
館
で
開
催
さ 

れ
、
募
集
句
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
選
者
三
名
・
一
般

の
部
選
者
一
四
名
）
、
当
日
句
（
選
者
五
名
）
の

大
会
作
品
に
つ
い
て
披
講
・
選
評
・
表
彰
が
行
わ

れ
た
。
以
下
、
会
員
の
入
選
作
品 

 特
選
句 

緒
方
眞
帆
子
選 

 

ひ
ま
わ
り
の
二
本
に
こ
に
こ
保
育
園 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
田
長
汀 

 

永
田
タ
ヱ
子
選 

 

ふ
と
我
に
返
る
湖
畔
の
大
夕
焼 

倉
田
玲
子 

 

入
選
句 

布
施
伊
夜
子
・
本
村
蠻
選 

 

書
を
曝
し
読
み
し
月
日
も
曝
し
け
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

早
稲
田
り
ょ
う
子 

 

本
村
蠻
選 

 

臭
木
咲
く
こ
ろ
な
り
津
々
も
浦
々
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

布
施
伊
夜
子 

 

妹
尾
題
弘
選 

 

楠
の
新
緑
リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら
来
て
バ
ッ
ハ
曲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

福
富
健
男 

 

永
田
タ
ヱ
子
選 

 

虫
の
夜
や
人
そ
れ
ぞ
れ
に
暮
ら
し
あ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
村 

豊 

 

長
友
巌
・
川
口
正
博
・
河
野
真
選 

 

抽
斗
の
奥
に
抽
斗
蝉
時
雨 

 
 

岩
切
雅
人 

 

長
友
巌
選 

 

振
り
返
る
こ
と
は
真
つ
平
か
な
ぶ
ん
ブ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

妹
尾
題
弘 

川
口
正
博
選 

 

好
色
の
血
筋
早
め
に
摘
む
胡
瓜 

岩
切
雅
人 

 

永
田
タ
ヱ
子
選 

 

自
愛
な
り
た
ち
ま
ち
茂
る
畑
の
草 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
村 

豊 

 

吉
村
豊
選 

 

南
部
風
鈴
語
り
継
が
れ
る
大
震
災 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

海
蔵
由
喜
子 

 

画
素
粗
き
父
母
の
写
真
や
終
戦
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤
野
々
子 



 

猪
八
重
の
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
苔
の
花 

福
富
健
男 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

着
い
て
か
ら
口
実
さ
が
す
土
用
波 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
口
木
浦
木 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

吹
き
抜
け
る
晩
夏
の
二
階
碁
石
置
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仁
田
脇
一
石 

 

会
員
の
句
集
等
の
発
行 

 

長
友
巌
編
著
「
小
島
静
螂
全
句
集
成
と
俳
句
人
生
」 

 

小
島
静
螂
さ
ん
は
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
俳
句
作

家
と
し
て
「
錆
」
同
人
の
活
動
を
中
心
に
本
県
の

現
代
俳
句
を
牽
引
し
て
来
ら
れ
、
平
成
三
〇
年
に

逝
去
さ
れ
た
。
そ
の
軌
跡
に
つ
い
て
活
動
を
共
に

し
て
来
ら
れ
た
長
友
巌
さ
ん
が
こ
の
度
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
大
き
く
「
全
句
集
成
」

と
「
俳
人
小
島
静
螂
の
人
と
作
品
」
、
「
資
料
編
」

か
ら
な
る
労
作
で
あ
る
。 

 

「
全
句
集
成
」
の
特
に
前
期
の
作
品
に
は
、
御

自
身
の
闘
病
か
ら
一
家
を
な
し
て
さ
ら
に
事
業
を

展
開
さ
れ
る
中
で
強
い
意
志
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で

立
ち
向
か
わ
れ
た
こ
と
が
、
俳
句
に
も
強
く
表
れ

て
お
り
、
「
現
代
俳
句
を
創
っ
て
行
く
」
と
い
う

ひ
た
む
き
な
創
作
努
力
が
感
じ
ら
れ
て
感
動
を
覚 

え
る
。 

 

「
俳
人
小
島
静
螂
の
人
と
作
品
」
と
「
資
料
編
」

は
、
静
螂
さ
ん
を
軸
に
し
た
本
県
現
代
俳
句
の
草

分
け
期
か
ら
の
歩
み
が
詳
し
く
わ
か
り
、
大
層
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。 

特
に
、
お
名
前
だ
け
は
知
っ
て
い
る
が
お
会
い

し
た
こ
と
が
な
く
そ
の
人
と
な
り
は
知
ら
な
い
本

の
戦
後
俳
句
の
草
創
期
に
活
躍
さ
れ
た
方
々
と
の

交
流
譚
は
い
ろ
い
ろ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
て
興

味
深
い
も
の
が
あ
る
。 

 

癒
え
て
わ
が
家
に
炭
の
割
口
み
な
光
る 

 

柚
子
湯
ゆ
た
か
に
血
は
濃
し
迅
し
婚
期
く
る 

 

や
が
て
夜
業
の
樹
が
美
し
い
時
間
と
な
る 

 

冬
海
も
血
縁
ひ
と
す
じ
陽
が
流
れ 

 

秋
耕
の
柄
を
生
涯
の
軸
と
な
す 

沖
縄
や
軽
き
頭
蓋
を
持
ち
歩
く 

自
然
薯
掘
る
長
さ
哲
学
読
む
長
さ 

初
ひ
ば
り
十
万
億
土
目
指
す
な
り 

わ
が
胸
の
上
は
御
空
や
鷹
渡
る 

死
は
ひ
と
り
紅
葉
の
褥
あ
り
て
足
る 

  

会
員
訃
報 

 

当
協
会
創
立
当
初
か
ら
の
会
員
で
、
独
特
の
句

風
で
本
県
の
現
代
俳
句
を
牽
引
し
て
来
ら
れ
た
副

会
長
の
宇
田
蓋
男
さ
ん
が
去
る
十
二
月
二
七
日
に

満
七
四
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

宇
田
さ
ん
は
本
名
博
敏
、
昭
和
二
三
年
七
月
に

福
岡
県
嘉
穂
郡
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
若
く
し
て

俳
句
を
始
め
ら
れ
て
海
程
・
海
原
・
流
域
・
拓
・

青
銅
の
会
で
活
躍
さ
れ
、
「
宇
田
蓋
男
句
集
」
を

昭
和
六
〇
年
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

突
然
の
御
逝
去
で
と
て
も
残
念
で
す
が
、
御
生

前
の
ご
厚
誼
に
感
謝
し
、
謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。 

 

お
知
ら
せ 

・
宮
崎
県
現
代
俳
句
協
会 

令
和
五
年
度
総
会 

 
 

日
時
：
二
月
一
九
日
一
〇
時
か
ら 

 
 

会
場
：
宮
崎
市
の
青
少
年
プ
ラ
ザ 

（
神
宮
東
一
の
二
の
二
七 

真
栄
寺
隣
） 

 
 

午
後
は
新
春
句
会 

 

・
年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て 

 
 

全
国
会
員
は
千
円
・
県
会
員
は
二
千
円 

 
 

総
会
参
加
者
は
当
日
集
め
ま
す
。 

欠
席
の
方
は
、
今
年
は
役
員
交
代
が
あ
り
ま

す
の
で
、
総
会
で
会
計
役
員
が
決
ま
っ
て
か

ら
納
入
先
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

全
国
会
員
を
退
会
さ
れ
た
方
は
て
県
会
員
の

会
費
に
な
り
ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

編
集
後
記 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
年
は
戦
災
や
疫
病
が
治
ま
っ
て
明
る
い
句
が

詠
め
る
年
に
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。 

 

発
行
が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
会
報
五
九
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
吟
行
句
会
を

中
止
に
す
る
な
ど
、
会
員
が
触
れ
合
う
機
会
が
少

な
い
た
め
、
誌
上
句
会
の
句
評
を
入
選
句
に
も
お

願
い
し
て
で
き
る
だ
け
会
員
に
誌
面
に
多
く
登
場

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
私
の
今

年
の
一
句
」
は
次
号
か
ら
「
会
員
近
詠
」
と
し
て

募
集
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
吉
村 

豊
） 


